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　Since the revision of the curriculum to strengthen moral education in 2015, there has been an increase in scholarly interest in moral 

education. One strand of this research relies heavily on textbook analysis. Whilst textbooks are an important part of the complex 

environment that influences the outcomes of moral education in the school, much textbook analysis has been relatively simplistic and 

limited to a few contentious issues. Many studies have overlooked the complex relationships between policy, curriculum, textbook and 

pedagogic knowledge; and between the Ministry of Education, textbook publishers, policy entrepreneurs and practitioners who contribute 

to textbook editing and authorship. Details of change through time are also often overlooked. This paper reports on the compilation of a 

dataset that contains bibliographic information on moral education materials published in coursebooks and textbooks from the beginning 

of the Heisei period until today. This resource may provide infrastructure to support more comprehensive analyses of textbooks through 

time to shed light on questions of the origins, continuation and innovation in dōtoku materials; on the direction and speed of change; and 

on any changes in trends when dōtoku textbooks became subject to ministerial screening in 2017/18 (or in the years leading up to this 

date). It may also support further research on the role of textbook publishers in relation to other actors and stakeholders.
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１．はじめに

2015年に道徳教育の強化を目的に学習指導要領が
改訂されて以来，道徳教育に対する学術的関心が高

まっている。しかしこれらの研究は，教科書の分析に

依るところが大きい（Bamkin 2019，2022b）。教科書
は学校の道徳に影響を与えうる複雑で重要な部分であ

るとされているが，先行研究の多くはその論点や問題

が限定されており，時間の経過による変化を考慮して

いない傾向がある。さらに，2017年（小学校の場合）・
2018年（中学校の場合）に文部科学省がはじめて審査
した教科書を対象にした多くの研究は，政府の政策が

強く影響したと想定している。文部科学省が直接編集

に携わっているため，政府の影響は副読本である『心

のノート』（2003-2013）と『私たちの道徳』（2014～
2017，2018）において特に大きい。
これらのアプローチは，第一に，教科書と教室での

実践との複雑な関係（Bamkin 2018，2019，2020，
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2023）を見落としている。第二に，政策の意図を分析
する研究の多くも，学習指導要領と教科書の関係を示

す複雑な関係，具体的には文部科学省，教科書の出版

者，政策起業家（policy entrepreneurs）（Mintrom 2000，
2020，ミントロム2022）と教育実践者（practitioners，
学校での現場経験がある実践者・実務者）（Bamkin 
2022a，2023）との関係を見落としている。第三に，
時間の経過による変化を考慮していない。第四に，時

間の経過を考慮する研究者はわずかにいるものの，教

科書を資料に使用したくともこれらへのアクセスは物

理的に限定されていることから，彼らの多くは実際に

資料に触れることが難しい。

本稿はこうした実情をふまえて，平成初期から今日

までに出版された副読本や教科書に掲載された道徳教

材の書誌情報をデータベースとして作成した内容の報

告である。このデータベースは，教科書のより包括的

な分析をサポートするための基礎となる。2017，
2018年（またはそれまでの数年間）に道徳の教科書が
文部科学省の審査の対象となった当時の傾向変化の方

向性と速度について，また，教科書の起源，継続，革

新の問題に焦点をあてる。そのうえで，教科書出版社

の編集過程に影響する他の利害関係者の役割に関する

研究の一助となることを期待する。

２．教科書の内容に影響を与えるのは誰か

現在，道徳で使用されている教科書は，文部科学省

の教科書検定制度を通過することを条件にして商業的

に出版されている。表１は，道徳の教科書と教材規制

の歴史的変遷を示したものである。教科書を作成して

いる商業出版社は長い間，これまでに副読本を作成し

てきた。副読本は，通常，学習指導要領を参照して開

発された教材の集まりであり，使用が義務付けられて

いない。これらは，一般の書店で購入でき，補助教材

としての役割を担う。 2003年から2017・2018年の間
は，文部科学省が副読本を作成し発行してきた。こう

した背景からも，義務ではないものの政治的，財政的

な理由で使用は奨励された。

一方，教科書は，文部科学省が採用した教科課程の

一部である。教科書採択地区の委員会は，教科ごとに

１冊の教科書を採択する。採択された教科書は，教科

書採択地区にある市区町村立学校のすべての学校で使

用されることになる。その際，副読本を追加的に使用

することが奨励されている。

教科書の編集は現在，教科書の出版社によって行わ

れているが，文部科学省の検定制度の影響は大きい。

政治家らは，2015年に道徳が「特別教科」に指定され
ることで，道徳の授業の内容に政府の影響力がより及

ぶことを望んでいた。Nozaki（2008）ら（レビューに
ついてはCave 2013を参照）は，文部科学省の教科書
認定制度は不透明であり，政治家ではないにしろ，政

治党派の関係者による過度の影響を受ける可能性があ

ると主張している。これは，長期にわたって，国家中

心の世界観に同意するguided self-censorship（誘導さ
れた自己検閲）（Nozaki 2008）を促進すると考えられ
ている。しかし，歴史教科書を比較点として活かしな

がら、教科書の内容を決定する際の統制の所在は，

もっと広く検討する必要がある。

Peter Cave（2013）の歴史教科書の編集に関する研
究は，綿密な教科書分析と教科書の著者や出版社への

聞き取り調査の両方に基づいて行われている。過去の

教科書認定制度の不透明さに対する批判はあったもの

の，より「progressive」な教科書の出版社と著者に対
する文部科学省の教科書検定制度は，教科書の内容そ

のものに大きな影響を与えていないことが分かった。

それよりも強い影響を与えていたのは，現在は583の
教科書採択地区ごとに行われている教科書の採択プロ

セスであった。つまり，文部科学省よりも，地区が実

施する採択プロセスの影響力のほうが大きいというこ

とである。

教科書の出版社は，保守的または進歩的のいずれか

に傾いているという指摘はもっともらしいが，どちら

の方向であってもそれが極端な場合は採択率を下げる

可能性を高めることになる。たとえば，文部科学省は，

2001年に（そしてその後の三度の審査で）国家主義的
な「新しい教科書をつくる会」によって編集された明

表１．道徳における主に使用した教材

1872－1902 西欧からの訳本。儒教の学習書。

1903－1945 指定教科書（1903，1910，1918，1933，1941
年に発行された）。

1945－1957 教材の使用に関する特定の政策は不在。

1958－
2017/18

商業出版社による副読本。
教科書における規制は不在。
文部省は継続的に教材を発行し，副読本の使
用を推奨。

2003－
2017/18

教科書における規制は不在。
文部科学省が副読本を制作し，無償で配布
（2003，2009，2014年に発行された）。副読本
の使用を強く推奨。

2017/18－
現在

複数の商業出版社の検定教科書から選択
（2017/18，2019/20年に発行された）。
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らかに歴史修正主義の教科書シリーズを採用した。

これは文部科学省に対する厳しい批判をもたらし

た。この教科書の採用における分析は政治的な意義を

持つが，学校教育の状況に直接光を照らさなかった

（Bamkin, 2019）。なぜなら，この歴史教科書の採択率
は2009年時点で最大1.7％であって，その３分の２は
横浜市での採択であった（Cave, 2013：544）。 2019年
の審査で不採択になる直前には，その採択率はより減

少した。2021年に再採択されたが，現在，公立の学校
での使用はない（出版労連 2021：74-75）。Caveは，
教科書採択の過程には教科書の出版社における編集過

程が大きな影響を与えることを示唆しているが，近年

は変化がみられる。

歴史的には，教育委員会は教育実践者の推薦に従っ

て教科書を採択していた。しかし，「新しい教科書を

つくる会」の影響もあって，教育委員会の委員が独自

に教科書を評価し選択することが推奨された。教師が

教科書の採択に広範に関与してきた方法から，この20
年間で，教育委員会の委員が主導するプロセスに変化

してきた。全国の都道府県の約３分の１は，2009年ま
でに特定の教科書に対して教育実践者からの推薦を受

けなくなった。教育委員会は，議会の同意を得て市

長・知事によって任命されるが，Cave（2013：564）
は「日本では市長や議会が政治的に保守的な傾向が強

いため，地方の教育委員会による教科書の採択も，よ

り保守的な可能性がある」と示唆した。

教科書選定の際，現場の教職員らは推薦を提供して

いたが，現在行われていない。つまり，教科書の評価に

おいて教育実践者の影響は縮小してきている。教科書の

採択プロセスに対するこうした構造的な変化は，既存の

法律の範囲内での都道府県における変化であった。

こうした流れの中で，道徳の教科書の公式な審査は

2017年及び2018年に初めて実施された。これと同時
に教科書地区の採択委員会も同時に導入された。しか

し実際には， 2017年よりはるか以前から教科書採択地
区は非公式な審査や推薦が行われていたのである（文

部省 2000；文部科学省 2005, 2009）。
教科書検定審査委員会の秘匿性は「導かれた自己検

閲」の立場を強化し，国家主義として批判された（田

中 2010：47-48）。こうした背景から，2016年以降，
文部科学省は教科書審査の際に提示したすべての条件

や意見を公開した。こうした開示は審査の詳細を知る

だけでなく批判する場を世論に開き，また出版社が審

査内容に対して申し立てができる機会を提供した。

再び歴史教科書の事例に目を向けると，文部科学省

によるすべての意見の公開は，多くの場合，最終的に

教科書を採択するためであった。2019年に「新しい歴
史教科書をつくる会」が支援する教科書が不採択と

なった際，その出版社は，他社の教科書で承認された

点が自社の審査の際には異なった基準が用いられ不採

択となったとして，そのダブルスタンダードを批判し

文部科学省を相手に訴訟を起こした（産経ニュース 
2021）。
一部の先行研究では，「新しい教科書」は必然的に

新しい教材で構成されていると誤った解釈をしてい

る。学習指導要領の改訂と並行して新版が登場するこ

とはあり得ないわけではないが，新版の作成は通常，

慎重な検討ののち，明確な理由の提示と金銭面の両方

を考慮してのみ行われる。審査の有無にかかわらず，

教科書の作成は海外においてもこのアプローチが一般

的である（Lewis et al 2002）。そのため，教科書の分
析を行う際は，旧版の副読本・教科書を含めることが

重要である。

文部科学省の教科書検定の審査委員会，教科書地区

の採択委員会に加えて，教育実践者が「持ち込まれた」

（Bamkin 2021）教科書の作成者や編集者として教材の
方向性を誘導している。21世紀に確立した道徳の教
科書は他の教科の教科書とは対照的に，市場独占率が

高く，編集委員会を中心とした構造で制度化されてい

る。委員会は，学習指導要領に合わせて追加の教材を

作成または外部に委託しながら，歴史が長く人気の高

い教材を選択する。そのため，著者は教材の内容を決

定する上であまり重大ではない。

編集者の役割の中でも特に編集委員会の委員長（ま

たは顧問，代表者，監督など）は，副読本と教科書を

編集するプロセスの主要なアクターとなっている。英

語または日本語での先行研究では，教材の選択の背景

や歴史的文脈を考慮したものはほとんどなく，代わり

に，教材の内容分析に限定しきた。

３．道徳教材の書誌データまとめ

本稿が報告するデーターベースは、平成初期から今

日までに出版された道徳副読本や教科書に掲載された

教材の書誌情報をまとめている。

データは，小中学校のすべての学年の東京書籍（東

籍），光村図書出版（光村），日本文教出版（日文）の

教科書の教材を含めている。その各書のタイトルと版

を表２に示した。これらの３つの出版社は，シリーズ

が2017・2018年および2019・2020年で，市場でもっ
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とも占有率が高いことから選択した（出版労連 2020：
69，2021：69）。 2017・2018年には，この３つの出版
社が，小学校の道徳の教科書の59.7％の市場を占有し
ている。中学校の教科書になるとその率は高くなり，

76.1％である（表3aおよび3b）。2017・2018年より以
前の市場占有率に関するデータはない。小学校では，

東籍の９版，光村の９版，および日文の８版であり，

中学校では，東籍の７版，光村の８版，および日文の

８版の副読本と教科書が含まれている。

Ａ．各教科書の書誌データ

各副読本・教科書のそれぞれの版では，編集委員会

の委員長が任命されている。これらの任務が変更され

た場合もすべての名前がリスト化されている。

Ｂ．教材の収集方法

教科書研究センター教科書図書館にて資料検索を

行った。それぞれ各版の副読本と教科書の教材のタイ

トルを収集し，Google Workspace（Sheets）を使用し
たのち，Microsoft Excel形式に変換した。データの構
造は表４で定義する。

１ ．重複するコンテンツの特定
漢字または仮名の代替使用法について教材を確認し

た。また，教材は別名の有無を確認した。後者の手順

は，すべての教材の内容を参照する必要があるため，

より多くの時間を要した。教材に精通し，意図的にそ

れらを熟読しているにもかかわらず，本手順は人の記

憶といくつかの直感に依存している。したがって，間

違いが生じる可能性がある。この手順を通して多くの

同じ教材を確認した。重複した教材はアルゴリズムを

用いて入力している。

表２．データセットに含まれる副読本及び教科書一覧

出版社 小中
学校

シリーズ名称 出版日

東京書
籍
（東籍）

小 みんななかよし / みんなたのしく 
/ 明るいな心 / ゆたかな心 / 希望
をもって / 明日をめざして

1992, 1996, 2000, 2002, 
2004, 2011, 2015

新しい道徳 2017, 2019

中 明日をひらく 1993, 1997, 2002, 2005, 
2012

新しい道徳 2018, 2020

光村図
書出版
（光村）

小 きみがいちばんひかるとき 1992, 1996, 2000, 2002, 
2005, 2011, 2015, 2017, 
2019

中 きみがいちばんひかるとき 1993, 1997, 2002, 2006, 
2012, 2016, 2018, 2020

日本文
教出版
（日文）

小 あすをみつめて 1992, 2000, 2002, 2005, 
2011

生きる力 2011, 2017, 2019

中 明るい心と生活 1993

明るい心と生活： あすを生きる 1997

あすを生きる：明るい心と生活 2002

あすを生きる 2006, 2012, 2018, 2020

生きる力 2012

表3a.  小学校の道徳教科書の
2017年以降の市場占有率

表3b.  中学校の道徳教科書の
2018年以降の市場占有率

2017 2019 2018 2020

東籍 21.3 ↓ ↓ 22.1 東籍 34.8 28.0

日文 21.3 21.6 日文 25.3 24.1

光村 17.1 ↑ ↑ 24.2 光村 16.0 21.2

学研 14.8 12.6 教育出版 10.1 11.2

教育出版 8.6 ↓ 7.1 学研 5.7 9.4

光文 8.4 ↑ 8.9 あかつき 5.4 5.4

学図 5.7 2.3 学図 2.4 （撤退）

あかつき 2.9 1.3 日本教科書 0.3 ↑0.7

計 100 100 計 100 100

 出版労連（2020, 2021）より

表４．データ構造の定義

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ～Ｏ Ｑ Ｒ

１ 名前の英訳 仮名の使用法
又は名前の変
更

名前 初版日 各出版年
［整数］

共通社数 作家

２～159 ［英字］｜ヌル 仮｜
名｜
ヌル

［日本語］ ［整数］｜
≤ ［整数］｜
ヌル

〇｜
［整数］Ｇ｜
ヌル

［整数］社交通
｜
ヌル

［テキスト］｜
ヌル

170 総合計 ［整数］

E～O欄の「1G」，「2G」などは、同じ出版社の教科書に載る教材が他学年で使用されている。
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２．共有教材

2017年版の教材は，５つ以上の出版社で共有されて
いる教材を特定するために，2017年の８つの教科書
すべてと相互に参照した。小学校における，これらの

結果は，西口と渡邊（2020）によって行われた同様の
分析と相互参照した。

３．教材の執筆者

過去の多くの副読本には，全著者の一覧が記載され

ているが，近年の副読本と教科書では異なり，著者を

明記していない場合もある。

４．教材としての初版日

ここでは書籍としての初版日ではなく，道徳の授業

での使用を目的にした教材としての初版日を挙げてい

る。教科書の編集委員会に帰属する教材については，

その教科書シリーズの最も早い発行年が初版であるこ

とを前提とする。これは，同じ出版社からの過去の

（平成以前の）副読本を参照している。文部科学省に

帰属する教材については，複数の主要な記事の編集書

籍と政府が編集した副読本を参照することにより，初

版の年を比較的容易に推測することができる。

『小学校道徳読み物利用の指導』．３巻．1962．
『小学校道徳指導資料』．３巻．1964～1966．
『中学校道徳指導資料』．３巻．1964～1966．
『心のノート』．６巻．2003（2009改正）．
『私たちの道徳』．６巻．2014．
児童書や商業出版社（教科書以外）から用いた教材

の最初の使用年は特定することができない。「児童作

文」に分類される教材は，教室での使用を目的とした

過去の出版物から引用される傾向がある。しかし，こ

れらの教材の多くは，地域の研究グループによる公開

がほとんどであることから，その初版日を特定するこ

とが難しい。NHKは複数の教科書出版社に使用の権
利を付与することができるが，元となっているNHK
の出版物を特定し，どの出版社が最初にNHKの教材
を用いたかを判断するのは手間が生じる。日付にのみ

条件（ここでは上限）を設定できる場合は，「≤」の
記号で示している。データセットに他の出版社の副読

本を含めることで，最初に使用された初版年をより確

実に特定できる。

Ｃ．管理とアクセス

全 デ ー タ セ ッ ト は，Harvard Dataverse（Bamkin 
2022c）によって管理している。次のリンクでは公開
しているためダウンロードが可能である。

　https://doi.org/10.7910/DVN/TPLOWR
この論文の基になっているデータセットはver.1.0で
ある。将来的には，現在のver.を拡張していく可能性
があるため，この更新のために研究者からの貢献を大

歓迎する。

４．ver.1.0のメタデータ

教材の数を表５に示す。これらの３つの教科書に

は，1992年から2023年の間に2,755の一意的な教材が
使用されている。表中のセルに合計が示されており，

セルとデータセット内の合計は，3,040である。しか
し，一部の教材は，１つの教科書に複数の学年をまた

いで登場したか，または同じ学年の複数の教科書に登

場したか，あるいはその両方を含んでいる。したがっ

て，一意的な教材の総数は，データセット内の総数よ

りも少なくなる。

５．サンプルデータ

東籍は，その歴史の長さから，道徳の教科書として

最も注目を集めている。平成の期間中，全教科で最大

のシェアを誇る教科書出版社であった。2017年以前
の道徳の教科における市場占有率に関するデータはな

い。しかし，2017・2018年に最も広く使用された教
科書であり，2019・2020年の上位２社を維持してい
る（出版労連 2020：69，2021：69）。付録は，東籍の
６年生のデータセットである。

表５．1992年～2023年の教科書及び学年

１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 ７年生 ８年生 ９年生 合計

東籍 84 82 86 86 78 80 89 91 88 757

光村 104 114 118 124 141 130 125 139 131 1,049

日文 88 84 96 94 95 103 120 127 127 882

合計 258 269 294 290 299 301 327 352 333 2,755
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６．予備的な結果とさらなる研究

本稿の目的は，重要な結果を提供することではな

く，本研究分野の進展および研究者の研究を支援する

ための情報を提供することにある。しかしながら，い

くつかの予備的な結果を紹介する。

Ａ．2017年以降，内容選択パターンに段階的な変化は
あったか

東籍の小学校の教科書の調査結果は，長い間流通し

ていた既存の副読本に大きな変化を与える圧力がほと

んどなかったということを示している。最初に審査さ

れた東籍の６年生の教科書には，1992年以前からこ
の出版社の副読本に継続的に含まれている10の教材
が含まれていた。1996年以前は１つ， 2000年以降は６
つ，2004年以降は４つである。文部科学省が初めて審
査した版において新たに作成された教材は10のみで
あり，次の（現在の）版のためにさらに１教材が追加

された。このパターンは他の学年にも当てはまる。

2017年には，小学校の教材で各平均９つ（最小で７，
最大で11）の新教材が導入された。概して，教材の回
転率は1980年代以降安定しているといえる。しかしな
がら，道徳の教科書に検定制度が導入された後は，選

択の方向性に変化がみられる可能性があり，より詳細

な検証が必要である。

一方，光村の教科書は別のパターンを示している。

過去30年間に幾度も大幅に改訂された。2017年にも
改定されたが，これは教科書検定制度の影響を受けて

いるかどうかは不明である。

日文は当初，東籍と同様のパターンを示し，従来使

用していた教材を段階的に廃止し，新しい教材を取り

入れた。しかし，2011，2012年からの分析では，競
合する教科書会社である大阪書籍を買収したため，混

乱が生じているように思える。2011，2012年，日文
は２つの異なる副読本シリーズを出版した。１つは前

版の日文の副読本に基づいており，もう１つは大阪書

籍の副読本から再出版している。しかし，次の版

（2017，2018）では，これらが複合的になっている。
前の大阪書籍シリーズ（『生きる力』）のタイトルは，

日文の小学校シリーズに続いている。しかし，統合版

は，少なくとも小学校では，元の日文副読本の教材を

採択しているようである。日文シリーズのオリジナル

タイトル（『あすを生きる』）は中学校シリーズで継続

されている。それにもかかわらず，これらを2017年以
前の教材の変化のパターンが広い意味で続いたと結論

付けることは難しい。統合自体が，教材の選択と変化

の方向性に関する生成的な見方を提供する可能性があ

る。

Ｂ．教科書の内容の変化の方向性はどのようなもので

あったか

残念ながら，道徳副読本や教科書の変化の方向性を

明らかにした先行研究は存在しない。しかし，ここで

は含まれるデータの量を少し増やすことで，多くの歴

史的洞察を得ることができる。最新の透析の教科書に

ついては，35の教材（もしくはそれ以上）を取り上げ，
教材分析をおこなう必要がある。しかし，1992年以降
に発行されたすべての教材の分析には，小学校レベル

で82～86，中学校レベルで88～91の教材を取りこむ必
要がある。データ量をわずか３倍にすることで，考察

は30年の歴史にまで拡張できる。これらの数字は，も
し日文が買収した元大阪書籍の副読本を除外した場

合，日文についても同様である。光村にはより多くの

教材を含んでいるため，同様に連続性や素材の変化に

焦点をあてることができる。教科書の内容の変化につ

いての分析では，時間の経過に伴う変化を考慮するこ

とが不可欠だ。

長期間にわたって使用される教材を調べたり，新し

い教材に限定したり，テーマ（「父親の描写」，「母親

の描写」，「動物との関係」，または「自己と国の関係），

「ポピュラー文化」など）を収集したりすることで教

科書の内容の変化の方向性を分析することが可能とな

る。収集した教材は，共通のテーマやトピックを持つ

ものに置き換えられることがよくある。例としては，

「夢」，「仕事の経験」，「民主主義」などがある。これは，

継続性を示したり，微妙なニュアンスの変化を示した

りする場合がある。

Ｃ．編集委員長の影響はどうであったか

特定の時期に採択された教材は，特定の構成員によ

る委員会，委員長の下で採択されている。教科書出版

社によって任命された人物の意図をより理解するため

に，教材の作成方法及び採択方法が明文化されている

可能性がある。

たとえば，比嘉富子の経験を基に教材化された「白

旗の少女」（東籍，６年生，1992年～現在）を見てみ
よう。彼女の原著（1989）は，沖縄戦の猛威と生存の
ための闘いの間に両親を失った少女の人生を詳述して

いる。この少女が白い旗を振っている戦中の写真が戦

後に報道されたことから，少女はのちにその写真を
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撮ったアメリカ兵を探しに行くというものである。し

かし，教科書では，少女がアメリカ兵を探す部分に焦

点が当てられ，「国際理解」という分類の下で要約さ

れているのである。左・右翼的な枠組で分析する学者・

記者らは，教材は沖縄戦中を描いているものの，比嘉

の物語を部分的に選択していることに批判的である。

比嘉の原著は1989年に出版され，翌年にはテレビド
ラマ化され高い評価を得た（フジテレビ，1990）。こ
れらを基にした「白旗の少女」は，東京学芸大学教授

であり，同大学付属小金井中学校の元校長である石川

佾男監修の下で道徳教科書の教材として採択された。

「平和教育」への貢献を意図に含んだこの教材は，同

時に，沖縄戦における「自虐史観」の排除を主張する

保守派（Nozaki，2008）への挑戦になったに違いない。
比嘉の物語のメッセージは，「戦争は人々を狂わせ

る」ということである（比嘉，1989）。この子ども向
けの教材は戦争の恐ろしさより詳細に記述することも

できたであろう。たとえば，教科書は，両手両足を

失った大人の挿絵や沖縄にいるアメリカ兵の描写を含

んでいる。しかし，こうした直接的ではないが戦争を

想像させる描写は子どもたち「居心地の悪さ」をもた

らし「考える機会」を提供しているのである。こうし

た体験は，子どもたちが彼らの保護者と議論する機会

にもつながる。当時の多くの保護者にとっても「白旗

の少女」はあまりにも有名な物語であった。

「東京大空襲の風」（東籍，６年生，1983年～現在）は，
石川が監修した直前の版で監修を務めた宮田丈夫と勝

部真長の下で登場した。医師の「偉大な仕事」を例示

した比較的に典型的な道徳の物語の背後に隠れた空襲

の描写は，保守派への静かな抵抗として解釈できる。

一方，家永によると，すでに文部省傘下の審査委員会

が存在した1960年代から1970年代にかけての歴史教科
書においては，こうした空襲の「暗い」描写を取り除

こうとする努力がみられたようである（Ienaga，1994）。
これは，平和をテーマにした書籍で受賞歴のある絵

本作家でかつ郷土史家でもあった早乙女勝元による作

品である。当時，早乙女は朝日新聞の支援を受けて，

ジャーナリストの松浦総三，活動者と教科書の著者の

２つの顔を持つ家永三郎とともに，東京空襲の被害と

その生活を記録するために「東京空襲を記録する会」

を設立した。この活動はベトナム戦争批判および平和

主義と直結があった。

上述した内容は，編集委員会と副読本の著者の経歴

が教材の意図を検討する上で意義の高いものになる可

能性があることを示唆している。しかし，注意も必要

である。教科書の教材は，多くの場合，それが掲載さ

れる子どもの年次に応じて簡略化または編集されてい

る。

年次以外にも教材が編集された理由が不透明な事例

がある。島村（2021）は，別の広く使用されている物
語「かぼちゃのつる」が，もともと反核運動の時代に，

戦後の日本軍の主張に対する寓話として意図されてい

たことを，資料分析を用いて立証した。しかし，近年

では，平和主義との関係がほとんど消え，この教材は

自由と自己表現に反対する物語として解釈され（日本

学術会議哲学委員会，2021），道徳に対する世論の批
判を受けている（例：Japan Times 2017）。島村の議論
は，道徳的な目的を果たすために教材が編集されたこ

とだ。「かぼちゃのつる」の場合，その意図が変更し

たことはもっともらしいが，「白旗の少女」と「東京

大空襲の風」は，戦争について子どもたちにとっては

「居心地の悪い」議論を喚起する機会を提供している

点で，より開かれたものであるように思われる。

７．将来の展望

本データセットが，道徳の副読本と教科書に関する

将来の研究の一助となり，双方のコンテンツ，方向性

（ある場合），および教科書の編集，審査，採択のプロ

セスに焦点があたった研究が展開されることを期待す

る。教科書の内容を分析する研究は，そこに含められ

た政治的な意義を明らかにするプロセスに貢献する。

しかし，忘れてはならないのは，こうした資料分析だ

けでなく，現場で教科書はどのように使用されている

か，という問いこそ教育に関心のある研究者にとって

最も重要であるということである。
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集
委
員
会
」

Fu
ji 

at
 1
01

 ( y
ea

rs
 o

ld
）

仮
変
百
一
才
の
富
士

≤ 1
99
6

〇
小
川
信
夫

Th
e 

pa
rk

 in
 sp

rin
g

春
の
公
園

≤ 1
99
6

〇
砂
田
弘

Fi
gh

t w
ith

 th
e 

sa
nd

砂
と
の
た
た
か
い

≤ 1
99
6

〇
富
山
和
子

Fi
rs

t e
rr

an
d

は
じ
め
て
の
手
伝
い

≤ 1
99
6

〇
「
児
童
作
文
」

O
ha

ra
 G

al
le

ry
大
原
美
術
館

≤ 1
99
2

〇
〇

板
野
敦
子

G
au

di
’ s

 v
is

io
n

ガ
ウ
デ
ィ
の
夢

≤ 1
99
2

〇
〇

北
川

 圭
子

Jo
in

 h
an

ds
 w

ith
 c

hi
ld

re
n 

of
 th

e 
w

or
ld

世
界
の
子
供
と
手
を
つ
な
ぐ

19
92

〇
〇

「
編
集
委
員
会
」

Th
e 

m
ys

te
ry

 o
f c

lo
ud

 fo
rm

at
io

ns
行
列
雲
の
な
ぞ

≤ 1
99
2

〇
〇

塚
本
治
弘

Ex
pe

rie
nc

e 
of

 a
 c

ar
e 

ho
m

e
厚
生
園
で
の
体
験

≤ 1
99
6

〇
〇

「
児
童
作
文
」

Tr
ea

su
re

 in
 th

e 
ha

nd
手
の
中
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

19
96

〇
〇

ス
チ
ー
ブ
ン
・
マ
イ
ク
（

? 1
99
3）

Th
in

k 
of

 th
e 

ot
he

r p
er

so
n

相
手
の
事
を
考
え
て

19
92

〇
〇

〇
「
編
集
委
員
会
」

Th
in

k 
of

 o
th

er
 p

eo
pl

e
み
ん
な
の
こ
と
を
考
え
て

≤ 1
97
3

〇
〇

〇
「
編
集
委
員
会
」

M
y 

w
ay

 fo
rw

ar
d

ぼ
く
の
進
む
道

≤ 1
99
6

〇
〇

〇
「
児
童
作
文
」

H
or

yu
ji 

te
m

pl
e

法
隆
寺

19
92

〇
〇

〇
〇

「
編
集
委
員
会
」

G
ra

nd
fa

th
er
’ s

 p
ur

po
se

 in
 li

fe
祖
父
の
生
き
が
い

≤ 1
98
3

〇
〇

〇
〇

「
児
童
作
文
」

A
n 

off
er

in
g 

fr
om

 h
ea

ve
n

天
か
ら
の
お
そ
な
え

≤ 1
98
3

〇
〇

〇
〇

山
本
雅
一

W
he

n 
I l

ef
t h

om
e

ぼ
く
の
家
出

19
83

〇
〇

〇
〇

「
編
集
委
員
会
」

自
由
に
使
う
か
ら
に
は

20
02

〇
〇

「
編
集
委
員
会
」

Th
e 

Fa
ll 

of
 F

re
dd

ie
 th

e 
Le

af
葉
っ
ぱ
の
フ
レ
デ
ィ

≤ 2
00
0

〇
〇

〇
レ
オ
・
バ
ス
カ
ー
リ
ア

W
hi

ch
 w

ay
 is

 b
et

te
r?

 
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

20
00

〇
〇

〇
原
案
　
徳
永
悦
郎
・
兵
庫
教
育
大

学
道
徳
性
発
達
研
究
会

Jo
yf

ul
 le

ad
er

幸
せ
を
送
る
リ
ー
ダ
ー

≤ 1
99
2

〇
〇

〇
〇

〇
「
児
童
作
文
」

Ir
re

pl
ac

ea
bl

e 
pl

an
et

か
け
が
え
の
な
い
地
球

19
83

〇
〇

〇
〇

〇
「
編
集
委
員
会
」

Th
e 

re
as

on
 fo

r h
is

 n
ar

ro
w

 e
sc

ap
e

き
せ
き
の
生
か
ん
の
か
げ
に

≤ 1
99
2

〇
〇

〇
〇

〇
石
川
茂

Th
e 

gr
ea

t, 
on

e-
ar

m
ed

 c
oa

ch
か
た
う
で
の
名
コ
ー
チ

≤ 1
98
3

〇
〇

〇
〇

〇
木
暮
正
夫

Le
tte

r t
o 

m
ys

el
f

自
分
へ
の
手
紙

≤ 1
97
3

〇
〇

〇
〇

〇
「
編
集
委
員
会
」

M
e 

to
da

y 
an

d 
m

e 
on

e 
da

y
「
あ
の
日
の
わ
た
し
」
と
「
今
の

わ
た
し
」

〇
「
編
集
委
員
会
」

Le
t’ s

 c
ha

se
 o

ur
 d

re
am

夢
を
つ
か
ま
え
よ
う
！

〇
小
野
勇
一

Li
vi

ng
 in

 th
e 

fo
re

st
森
に
生
き
る

〇
立
松
和
平
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名
前
の
英
訳

資
料
名

1s
t y

ea
r
19
92
19
96
20
00
20
02
20
04
20
11
20
15
20
17
20
19
作
家

Th
is

 p
rie

st
 is

 a
 w

re
st

le
r

神
父
さ
ま
は
マ
ス
ク
マ
ン

〇
〇

「
編
集
委
員
会
」

H
ap

pi
ne

ss
 fr

om
 a

 sm
al

l c
hi

ld
小
さ
い
子
か
ら
も
ら
っ
た
幸
せ

20
02

〇
〇

〇
「
編
集
委
員
会
」

A
su

ka
 a

nd
 Y

ay
oi

明
日
香
と
弥
生

20
02

〇
〇

〇
「
編
集
委
員
会
」

I w
ill

 n
ot

 re
gr

et
ぼ
く
は
後
悔
し
な
い

≤ 1
98
3

〇
〇

〇
〇

〇
〇

川
上
弓
雄

A
s a

 c
ap

ta
in

キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て

〇
〇

「
編
集
委
員
会
」

Ed
o 

m
an

ne
rs

江
戸
し
ぐ
さ

20
02

〇
〇

〇
〇

「
編
集
委
員
会
」

A
 sp

rin
kl

in
g 

of
 m

ag
ic

散
ら
か
し
魔

≤ 1
99
2

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
川
口
二
三
子

Th
e 

si
lv

er
 c

an
dl

es
tic

k
銀
の
し
ょ
く
台

≤ 1
97
3

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
A

da
pt

ed
 fr

om
 ビ
ク
ト
ル
・
ユ
ー
ゴ

A
t n

ig
ht

 o
n 

a 
st

ud
y 

tri
p

修
学
旅
行
の
夜

19
83

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
「
編
集
委
員
会
」

D
ur

in
g 

th
e 

gr
ea

t T
ok

yo
 a

ir 
ra

id
東
京
大
空
襲
の
中
で

19
83

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
早
乙
女
勝

Th
e 

bl
ue

 c
av

e
仮
変
青
の
洞
門

≤ 1
98
3

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
菊
池
寛

Ta
ki

ng
 o

ve
r t

he
 sp

iri
t o

f s
en

pa
i

せ
ん
ぱ
い
の
心
を
受
け
つ
い
で

19
83

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
「
編
集
委
員
会
」

A
 le

tte
r t

o 
m

ot
he

r
お
母
さ
ん
へ
の
手
紙

≤ 1
99
2

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
柳
橋
佐
江
子

A
ll 

yo
u 

ne
ed

 to
 sa

y 
is

 “ s
or

ry
”

「
す
ん
ま
へ
ん
」
で
い
い

≤ 1
99
2

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
田
村
平
治

A
 g

ift
 o

f w
or

ds
言
葉
の
お
く
り
も
の

≤ 1
99
2

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
波
岡
輝
男

Th
e 

gi
rl 

w
ith

 th
e 

w
hi

te
 fl

ag
白
旗
の
少
女

19
92

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
比
嘉
富
子

 （
19
89

, 講
談
社
）

W
he

re
 d

o 
em

pt
y 

ca
ns

 g
o?

空
き
か
ん
の
ゆ
く
え

≤ 1
99
2

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

「
児
童
作
文
」

G
vi

ng
 w

ith
 si

nc
er

ity
心
に
通
じ
た
「
ど
う
ぞ
」
の
ひ
と

こ
と

19
96

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇
「
児
童
作
文
」

Th
e 

m
ag

ic
ia

n
手
品
師

19
83

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
江
橋
照
雄

B
rin

gi
ng

 m
an

ga
 to

 li
fe

ま
ん
が
に
命
を

20
00

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
「
編
集
委
員
会
」

Vo
lu

nt
ee

rin
g 

ju
st

 a
 li

ttl
e

う
ち
ら
「
ネ
コ
の
手
」
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

≤ 2
00
0

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
綾
野
ま
さ
る

Sh
ira

ka
m

i m
ou

nt
ai

ns
白
神
山
地

20
00

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
「
編
集
委
員
会
」

To
rc

hb
ea

re
r w

ith
 a

 p
ro

st
he

tic
 le

g
義
足
の
聖
火
ラ
ン
ナ
ー

20
00

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
「
編
集
委
員
会
」

A
 m

es
sa

ge
 fr

om
 A

ik
a

愛
華
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

20
00

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
真
鍋
和
子

Fr
om

 e
xp

er
ie

nc
e 

in
 a

 w
he

el
ch

ai
r

車
い
す
で
の
経
験
か
ら

20
04

〇
〇

〇
〇

「
編
集
委
員
会
」

H
er

oi
cs

 in
 a

 m
ud

sl
id

e
土
石
流
の
中
で
救
わ
れ
た
命

20
04

〇
〇

〇
〇

〇
N

H
K
　「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

X
」

W
ha

t g
ra

nd
m

a 
w

as
 se

ar
ch

in
g 

fo
r

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
さ
が
し
も
の

≤ 2
00
4

〇
〇

〇
〇

〇
お
ち
　
と
よ
こ

To
w

ar
d 

a 
ne

w
 Ja

pa
n

新
し
い
日
本
に

20
04

〇
〇

〇
〇

〇
「
編
集
委
員
会
」

To
 b

ec
om

e 
su

ch
 a

 p
ât

is
si

er
あ
こ
が
れ
の
パ
テ
ィ
シ
エ

20
11

〇
〇

〇
〇
（
講
談
社
「
み
ん
な
の
仕
事

１
０
１
」
）

Ev
er

yb
od

y’
s 

lif
e 

is
 e

qu
al

ly
 a

s 
im

po
rta

nt
命
の
重
さ
は
み
な
同
じ

≤ 2
01
1

〇
〇

〇
〇

沢
田
俊
子

Th
e 

ni
gh

t s
ky

夜
空

≤ 2
01
1

〇
〇

〇
石
川
賢
治

Th
e 

so
un

d 
of

 a
 p

ia
no

 is
...

ピ
ア
ノ
の
音
が
…
…

≤ 2
01
5

〇
〇

〇
〇

N
H

K
「
道
徳
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
」

D
re

am
夢

≤ 2
01
5

〇
〇

〇
「
編
集
委
員
会
」

Id
io

t!
ば
か
じ
ゃ
ん
！

20
15

〇
〇

〇
魚
住
直
子

 （
20
08

, 全
国
学
校
図
書

館
協
議
会
）

Sh
ar

in
g 

ou
r h

ea
rts

 th
ro

ug
h 

m
us

ic
心
を
つ
な
ぐ
音
色

20
15

〇
〇

〇
「
編
集
委
員
会
」

Pl
ea

se
, m

om
お
母
さ
ん
、
お
願
い
ね

20
15

〇
〇

〇
「
編
集
委
員
会
」
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名
前
の
英
訳

資
料
名

1s
t y

ea
r
19
92
19
96
20
00
20
02
20
04
20
11
20
15
20
17
20
19
作
家

Sh
oz

o 
Ta

na
ka

田
中
正
造

20
15

〇
〇

〇
「
編
集
委
員
会
」

Ta
m

az
on

 R
iv

er
タ
マ
ゾ
ン
川

20
15

〇
〇

〇
山
崎
充
哲

 （
20
12

, 旬
報
社
）

A
 sm

al
l f

er
ry

 n
am

ed
 S

un
flo

w
er

小
さ
な
連
絡
船
「
ひ
ま
わ
り
」

〇
〇

〇
A

da
pt

ed
 fr

om
 今
関
信
子

Pr
ot

ec
tin

g 
ch

er
ry

 b
lo

ss
om

 tr
ee

s
桜
守
の
話

20
12

〇
〇

〇
佐
野
藤
右
衛
門

 （
20
12

, 講
談
社
）

A
 J

ap
an

es
e 

co
ok

in
g 

st
ov

e 
in

 
En

za
ro

 v
ill

ag
e

エ
ン
ザ
ロ
村
の
か
ま
ど

〇
〇

さ
く
ま
　
ゆ
み
こ

心
を
形
に

20
17

〇
〇
「
編
集
委
員
会
」

Ev
er

yb
od

y 
to

ge
th

er
み
ん
な
い
っ
し
ょ
だ
よ

20
17

〇
黒
柳
徹
子
／
編
集
委
員
会

H
os

hi
no

-k
un
’ s

 d
ou

bl
e

仮
変
星
野
君
の
二
る
い
打

19
64

5G
5G

5G
5G

5G
5G

5G
〇

文
部
省

 （
al

so
 li

st
ed

 a
s 
吉
田
甲
子

太
郎
）
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